


































































正孔が励起 されるが､これ らの電子 と正孔はマ トリックスのつくる深いポテ ンシャル
に閉じ込められる｡ ここでは､3次元的なポテンシャルによる閉じ込め効果 を中心に
考察する｡光励起 された電子と正孔に対するハ ミル トニアンは､次式で書かれる【1】｡




ここで､me,mh,re,rhは､電子､正孔の有効質量 と座横 を表 し､ve(re),Vh(rh)は､
電子と正孔に対する閉じ込 めポテンシャルである｡ 〝｡は静的誘電定数を示 し､第 3項
は電子と正孔間のクーロン相互作用を表す｡閉じ込めポテンシャルがゼロの場合､上































Wェ晋fFjk舟 跡 (Ef-Ei･hw' '4'
















































(小 ･rlog)=ル ¢ls(0)2Jf/mR3/2 (ll)













































非線形感受率 x (3)を複素数で表した場合､その実部は強度に依存 した屈折率変化を表
し､虚部は吸収変化を表す｡このとき､吸収係数と屈折率は､
a-ao･霊 恥 I2




で与えられる. ここで､ x (3)の美都と虚部を､それぞれ､Rex(3)､Imx (3)で表し､





































































































































































































































･eI(j % )2p∂8m-f.2p68- (27,
∂8m-4mxL3)pLI2


























































で与えられ､ナノ結晶を含 む複合材料 としての感受率は局所電場因子の 4乗 に比例 し
て増大することになる｡
ナノ結晶サイズの異なる試料の共鳴ピークにおけるx(3)を測定 して､そのサイズ依
存性を示 した結果が図10であえ [15]｡吸収係数で規格化 した感受率x(3)/ aは､
サイズに依存 して増大する｡ (26)式と (29)式からx m(3)がサイズに依存 しないと
仮定するとx(3,/ αは卜1I2/e,mに比例するはずであり､図中の曲線で示されるように
実験結果はこの関係に一致する｡ Cuの場合には､局所電場による増大効果 (fi4)は





に対 して 1個のナノ構造に比べて十分に大きい広が りをもつ光を照射 した場合の統計
平均的な光学応答を問題 としてきた｡現実に我々がつ くることができるナノ構造はサ










ネル顕微鏡を用いればよい ｡ 探針を表面上の任意の位置に固定して､ トンネル分光ス
ペク トルを測定することよって､表面の電子状態の情報が得 られる｡ また､ トンネル
電流の注入によって表面あるいはナノ構造から発光 を起こさせる分光法 (走査 トンネ
ルルミネセンス分光 :STL)もある｡Samuelsonらは､STMの探針か ら注入され
たキャリヤによるGaAs/AIGaAs量子細線か らの発光を観測している [19]｡走査
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